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高速中性子スペクトルの核分裂断面積

 高速炉では減速材は無く、
中性子エネルギースペクトルは高い

 中性子エネルギースペクトルが
高い場合、低い場合と比べて
U235やPu239の核分裂断面積は
2桁も小さい







高速炉における冷却材選択

• 歴史的に見れば、冷却材として、先ず高い増殖性を達成するために、中性
子が減速されにくい比較的重い元素の液体金属が着目された。

• 水銀は、米国のクレメンタインという世界初の高速炉（実験炉であり発電し
ない）で実際に冷却材として使用された。しかし、人体への毒性、価格、及
び低沸点が欠点とされた。また、水銀の熱伝達特性の悪さにも辟易したよう
である。水銀は、その後は全く使用されなかった。記録によると、水銀を選
択したのはナトリウムに気づかなかったためであり失敗であったとある。実
際その後の高速炉の冷却材は、全てＮａ又はＮａＫが選択された。

• 鉛あるいは鉛ビスマスは、構造材との共存性が悪いこと、ポロニウム
Po210を発生することなどが欠点とされ、旧ソ連で潜水艦動力源に使用さ
れたに止まる。

• 水は、中性子を減速しやすいため、増殖性に限界がある。

• ガスは、冷却能力が小さいので、高出力密度の高速炉に馴染まない。冷却
能力を向上させるには、冷却材ガスの圧力を高める必要があり、プラント構
造に負担が大きい。

• 以上から、実際に、高速炉の冷却材として世界的に定着したのはナトリウ
ムである。




